


 



 
 
はじめに 

 
我が国の人口は、2008 年をピークに減少局面に入り、中長期的には更に人口減

少・少子高齢化が進むとともに、人口の地域的偏在も加速するもの言われており、今
後予想される経済社会の変化は、これまでにない大きなかつ未知のものになる可能性
が高い状況にあります。 
このような時代環境においては、過去からの延長で対応策を議論するのではなく、次

の世代やその次の世代の危機感を共有しながら、皆が望むあるべき社会の絵姿を描き、
その実現のために何をすべきかを自分たちで考えていく必要があります。 
このような背景から、まちづくりの課題や効果、将来像を、地理情報やバーチャルリア

リティ技術等を用いて住民や事業者等に対して分かりやすく示すことで、多様なステーク
ホルダー（関係者）による将来像等の合意形成を容易化し、民間活力を効果的に
呼び込むための手法やツールが求められているところです。 

 
まちづくりシミュレータとは、地域単位・住民等の地域関係者が、地域の条件や現状、

そのまま進んだ場合に成り行きの将来をきちんと共有した上で、持続可能な地域の将
来を描き、共有するためのツール（情報基盤）のことです。 

 
本マニュアルは、まちづくりシミュレータの現時点でのマニュアルであり、情報基盤として

の進化やまちづくりの現場での活用に基づいて、日々発展させていくものです。 
皆さまのまちづくりの現場で活用された事例や新たなアイデアがありましたら、ぜひ情

報をご連絡ください。よろしくお願いいたします。 



 
 
 









 
 





 



1. 本マニュアルについて 
（1）まちづくりシミュレータとは 

 
まちづくりシミュレータは、地域単位・住民等の地域関係者が、地域の条件や現状、

そのまま進んだ場合に成り行きの将来をきちんと共有した上で、持続可能な地域の将
来を描き、共有するためのツール（情報基盤）です。 

 
まちづくりに際してのシミュレーションを実施するには様々なデータが必要となります。こ

のデータはシミュレーションの対象となる都市や地域のほか、そこに暮らす生活者に関す
るものなど様々なデータが存在します。また、将来の世代の暮らしも見据えた場合には、
短期的な対策ではなく、長期的な視野を持った検討（政策としての視野）を行う必
要があり、その場合には、長期的な推計データのほか、我が国の状況に影響を及ぼす
世界の動向についても把握しておく必要があります。 

 
まちづくりシミュレータは、これらのデータを用いながら、成り行きによる将来の姿やステ

ークホルダーの取組による変化などを可視化しながら、長期を見据え行政分野などに捉
われない政策の方向性（例えば、土地・空間の使い方やストックの作り方など）の検
討を支援するものです。 

 
このまちづくりシミュレータを用いた多様なステークホルダーによる検討結果が、まちづく

りの指針（＝目指すべきゴール）となることで、都市や地域、生活者に関わる、多様
な主体、多様な分野による取組が、適切な役割分担のもと、相互に繋がりを持って実
施され、将来の世代にわたり持続可能な社会を実現していくものと期待しています。 









（3）持続可能な社会を目指して 
 
それでは、人間と地球が将来に渡り守られた社会とはどのような社会でしょうか。私た

ちの回りのどのような地域社会でしょうか。 
 
前述した世界での人口増加は、途上国での経済発展を促し、食料やエネルギーな

どの様々な資源が枯渇することが想定され、世界はなお一層の多様化・複雑化が進
行するものと考えられます。また、地球環境の変化や巨大自然災害に曝される危険度
は、国内外を問わず高まっている状況にあります。 
このような危機に対しての、日本としての選択肢としては、以下のような選択が想定

されます。 
・世界的な資源枯渇（国際紛争）に対しての資源自律（食料・エネルギー等） 
・経済活力低下に対しての資産（資源）の蓄積（世代間ストック） 
・温暖化、気候変動による自然災害の増加等に対しての 
 資源・環境問題の解決（低炭素社会の実現）、安全・安心の都市・地域づくり 

※世界人口は、国際連合広報センター「世界人口推計 2019年版」より 
※日本人口の現在人口は、総務省統計局「人口推計」資料（2019.3.1 現在、総人口）、将来人口
は、国立社会保障人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成 29 年推計）」における出生中位、
死亡中位推計結果より 





（4）まちづくりシミュレータとマニュアルの役割 
 

まちづくりシミュレータは、数十年後の将来を見据えたバックキャスティング手法により、
地域単位・住民等の地域関係者が、持続可能な地域の将来像を描き、共有するた
めのツールです。このようなシミュレーションを行えることは、これからの私たちの暮らし方、
引いては地球環境などを考える機会を得ることであり、非常に重要なことです。少しでも
多くの人が、シミュレータに触れ、様々な知識や意見に触れながら、後の世代、地球社
会のための取組が進むことを期待しています。 

 
まちづくりシミュレータの役割や機能は以下のようになります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

① 地域におけるまちづくりの条件（地形やハザード区域（災害の恐れが高い区域）
等）や現状（人口や空家等）について、手法を通じて共有を図る。 

 
② 成り行きシナリオ※での将来による、暮らしや都市構造を改変させていく必要性につい
て、手法を通じて共有を図る。 

※成り行きシナリオとは、何も考えずに、このまま進んでいった場合での地域の状態 
 
③ 成り行きシナリオを理解した上で、地域単位・住民等の地域関係者の視点でのまちづ
くりの議論における将来像案のイメージや、議論に必要となる情報について、手法を通
じた共有を図る。 



 
まちづくりシミュレータは、多様で持続可能や地域の将来像について、情報基盤とし

て構築し、3D や評価指標で、住民の方々にも理解・共有されやすい媒体で提供する
姿を目標像としています。 
本マニュアルは、この目標像を目指しながら、その要素手法となる下記の 4 つの手法

についての解説を行ったものです。 
・「地図を用いた投影描画」 
・「レゴを用いた将来像の検討」 
・「3D都市模型を用いたまちの将来像の検討」 
・「イラストを用いたまちの将来像の検討」 
 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 



2. まちづくりシミュレーション手法について 
（1）目的 

まちづくりシミュレーションは、現状の都市構造を可視化するとともに、将来の都市を
様々な手法によりシミュレーションし、情報の共有を行うことを目的としています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 









 
⑤-3 

Cesium 
 

・Cesiumは、オープンソースの 3Dビューワーエンジ
ンです。オープンソースのため、誰でも 3Dのデータ
を作成し地図表示させることができます。3Dデー
タに対応した、さまざまな機能を組み込むことがで
きます。 
・複数の図形や異なる形状の図形も表示すること
ができるため、より複雑で精密な 3D地図を表示
することができます。また、地図上に対象図形など
を時系列順で表示するもできます。 
・より精密な 3Dデータの表示や、シミュレーションへ
の利用など、まちづくりについて考察する際に有用
なシステムです。 

 

Project PLATEAU
（国土交通省都市
局） 
https://www.mlit.g
o.jp/plateau/app/ 

 



3. 参加者への趣旨説明時における参考資料 
ワークショップに入る前に、各種資料等を用いて、持続可能なまちづくりの考え方につい

て説明します。説明の参考にする資料等については、以下のサイト等が活用できます。 
 
■みんなで進めるまちづくりの話 
http://www.mlit.go.jp/crd/city/plan/03_mati/ 
■都市計画講義資料作成支援サイト 
https://www.cpij.or.jp/com/50+100/materials.html 
■立地適正化計画概要 パンフレット（国土交通省） 
http://www.mlit.go.jp/common/001171816.pdf 
■人とまち、未来をつなぐネットワーク（国土交通省）：地域公共交通網形成計画 
https://www.mlit.go.jp/common/001127036.pdf 
■ストック型社会の説明サイト 
・ストック型社会を研究する次世代システム研究会のサイト 
http://foss-stock.org/home/stock1/stock2 
（【動画シリーズ】最新動画集）http://foss-stock.org/archives/800 
■個別都市での説明資料（参考） 
・静岡市立地適正化計画 PRムービー 
http://www.city.shizuoka.jp/299_000040.html 
・草津市都市計画制度わかりやすくし隊物語 
https://www.city.kusatsu.shiga.jp/kurashi/toshikeikaku/wakariyasu
kushitai/index.html 
 
 
 
 

 
 

▲みんなで進めるまちづくりの話 HP 
▲静岡市立地適正化計画 PRムービー 

＜学生向けワークショップのポイント＞ 
・ワークショップの説明に入る前に、アニメーション動画やＰＲムービー等で、まちづくりへの関心を
持ってもらうことが大事です。また、外部講師を招いて説明をお願いする方法も考えられます。 

・可能であれば、各班で 1台ＰＣを用い自分たちでサイトを閲覧することも考えられます。 





また、個人や地方、地域で見た場合には、過去
の生存概念であった「衣食住」に代わり、エネルギー、
食、住が重要となってきていきます。国内や地域でこ
れらの自律と自己管理が出来れば、夢や希望、可
能性があり、外的要因の変化等にも対応できる「持
続可能な地域社会＝後の世代に価値がある資産
を残していく地域社会」が形成されます。 
特に、「住」については、地域の中の街域をコンパ

クトにまとめ、世代を超えて利用できる価値のある資
産として、時間（世代）をかけながら皆で更新して
いく必要があります。 
具体的には、フロー型のままでは、世代毎で住宅

を建替ることから、生涯収入に占める住宅費の割合が高く、収入の確保が必要＝労
働時間が多い＝自由に使える時間が制限される＝ゆとりが少ない生活を余儀なくされ
ます。一方ストック型の暮らし方として、複数世代で使える住宅を建てた場合には、住
宅費を複数世代で分担することで、各世代における家計収支のゆとりが生じ、また、そ
の結果が時間のゆとりも育むことで、個人の暮らしを豊かに変化させいくことが可能で
す。 
政策テーマの一つストック型社会の形成に対して、まちづくりシミュレータは、以下のよ

うな役割・機能を果たしていくことを目指します。 
 
○まちづくりシミュレータでは、現在の都市構造を可視化することで、関係者（ステー
クホルダー）間での現状認識を共有し、まちづくりの議論をより高いレベルでスター
トすることが可能となります。 

○そのままの状況で進んだ場合の成り行きの将来像を示すことで、既往課題の悪化
や新たな課題の発生を可視化(人口減少・空家発生等の即地的な状況や、都
市や個人生活に関わる指標の悪化状況等）し、都市や暮らし方を改変すること
の必要性・意義を共有します。 

○成り行きでの将来像を理解（検討の土台を共有）した上で、地域単位・住民
等地域関係者目線で自由に将来像を描くことが可能で、成り行きでの将来像
（フロー型）との差異を定量的に把握できることで、ストック型社会への形成に際
して、各ステークホルダーの取組の効果と意義を見出せるツールを目指します。 



 

▲参考イメージ：ストック型社会の形成（建物やインフラの長寿命化、コンパクト
化）による個人レベルでのコスト構造の変化 



 
例示 2：防災まちづくり                                       

2011年に発生した東日本大震災、近年では、地球温暖化に起因する異常気象
やそれに伴う自然災害の顕著化など、災害のリスクが増大しており、災害発生に伴う何
物にも代えがたい人命や、財産等ストックの喪失の懸念も増大しているところです。 
特に豪雨に伴う土砂災害や浸水被害などについては、人口増加等を背景とした市

街地の拡散と雨水処理能力の減少など、フロー型社会による住民の暮らし方による結
果の側面も多く有しています。 
このため、局所的な対策ではなく、持続的な社会繁栄と地球環境保全を両立でき

る社会を目指す必要があり、防災面でも総合的・政策的な取組によるストック型社会
への転換が求められています。 
防災面を主体にすえたまちづくり検討に際しても、防災政策としてのストック型社会を

念頭に、同様のアプローチにより、選択する場所や営み方を考えることで、持続可能な
人間社会と地球環境の両立に向けた有効な検討がなされるものと考えます。 

 



 
例示 3：持続可能な開発目標（SDGs）                                 

持続可能な開発目標（SDGs）は、国連にて 2001 年に策定されたミレニアム開
発目標（MDGs）の後継として、2015 年 9 月の国連サミットで採択された「持続可
能な開発のための 2030アジェンダ」にて記載された、国際社会全体の開発目標として、
2030年を期限とする包括的な 17の目標のことです。 
「誰一人取り残さない」社会の実現を目指し、経済・社会・環境をめぐる広範な課

題に統合的に取組むもので、将来の世代のための目標です。 
前述した防災まちづくりと同様に、統合的な取組の必要性や将来の世代にむけたア

プローチなど、ストック型社会に繋がりうる政策思想であり、17 の目標を細分化した
169のターゲット指標も用いることで、まちづくりシミュレータが有効に機能するものと考え
られます。 

 



4. 今後のマニュアル改善へのご協力のお願い 
 
本マニュアルについては、まちづくりシミュレータの現時点でのマニュアルであり、住民の

方々にも理解・共有されやすい環境を目指し、情報基盤としての進化やまちづくりの現
場での活用に基づいて、日々発展させていくものです。 

 
皆さまのまちづくりの現場で活用された事例や新たなアイデアがありましたら、ぜひ情

報をご連絡ください。 
様々な地域での活用を目指し進化させていきましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご連絡先   ストック型社会の実現に向けた 
情報基盤の整備に関する検討委員会 事務局 

 
電話番号:03-5510-2151 



 





 



（1）ストック型社会の実現に向けた情報基盤の整備に関する検討委員会 名簿 
 

(50音順) 

所属・役職 所属・役職 

内田 晃 北九州市立大学 地域戦略研究所 副所長・教授 

岡本 久人 次世代システム研究会 会長 

谷川 寛樹 名古屋大学 大学院 環境学研究科 都市環境学専攻 教授 

出口 敦（座長） 
東京大学 大学院新領域創成科学研究科 
 社会文化環境学専攻 教授 

森本 励 
寺元 博昭(平成 29・30年度) 

内閣府 地方創生推進事務局 参事官 

中川 正則 
谷貝 雄三(平成 29年度) 

北九州市 環境局 総務政策部長(平成29・30年度 環境監視部長) 

奥野 静人 
橋口 基(平成 29・30年度) 

北九州市 建築都市局 計画部長 

馬奈木 俊介 
九州大学 工学研究院 都市システム工学講座  
主幹教授・都市研究センター長 

 























 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問い合わせ先 

ストック型社会の実現に向けた情報基盤の整備に関する検討委員会 事務局 
電話番号:03-5510-2151 




